
日　程　表 専門研修課程Ⅰ

時間

2時間（120分）

3時間（180分）

3時間（180分）

3時間（180分）

3時間30分（210分）

2時間（120分）

0時間30分（30分）

1時間（60分）

1時間（60分）

1時間（60分）

1時間（60分）

1時間（60分）

1時間（60分）

1時間（60分）

1時間（60分）

2時間30分（150分）

時間 会場

9：55～10：00

10：00～16：45
昼食休憩45分

6時間（360分）

9：30～12：30 ⑦生活の継続及び家族等を支える基本的なケアマネジメント 3時間（180分）

12：30～13：15

13：15～15：45 ⑧脳血管疾患のある方のケアマネジメント 2.5時間（150分）

9：30～12：00 ⑨認知症のある方及び家族等を支えるケアマネジメント 2.5時間（150分）

12：00～12：45

12：45～15：15 ⑩大腿骨頸部骨折のある方のケアマネジメント 2.5時間（150分）

9：30～12：00 ⑪心疾患のある方のケアマネジメント 2.5時間（150分）

12：00～12：45

12：45～15：15 ⑫誤嚥性肺炎の予防のケアマネジメント 2.5時間（150分）

9：30～12：00 ⑬看取り等における看護サービスの活用に関する事例 2.5時間（150分）

12：00～12：45

12：45～15：15 ⑭家族への支援の視点や社会資源の活用に向けた関係機関との連携が必要な事例のケアマネジメント 2.5時間（150分）

6日目
8月30日
(日）

9：30～11：30 2時間（120分）
宮崎県福祉総合セ
ンター人材研修館
４階大研修室

9：55～10：00

10：00～16：45
昼食休憩45分

6時間（360分）

9：30～12：30 ⑦生活の継続及び家族等を支える基本的なケアマネジメント 3時間（180分）

12：30～13：15

13：15～15：45 ⑧脳血管疾患のある方のケアマネジメント 2.5時間（150分）

9：30～12：00 ⑨認知症のある方及び家族等を支えるケアマネジメント 2.5時間（150分）

12：00～12：45

12：45～15：15 ⑩大腿骨頸部骨折のある方のケアマネジメント 2.5時間（150分）

9：30～12：00 ⑪心疾患のある方のケアマネジメント 2.5時間（150分）

12：00～12：45

12：45～15：15 ⑫誤嚥性肺炎の予防のケアマネジメント 2.5時間（150分）

9：30～12：00 ⑬看取り等における看護サービスの活用に関する事例 2.5時間（150分）

12：00～12：45

12：45～15：15 ⑭家族への支援の視点や社会資源の活用に向けた関係機関との連携が必要な事例のケアマネジメント 2.5時間（150分）

6日目
9月6日
（日）

9：30～11：30 2時間（120分）
宮崎県福祉総合セ
ンター人材研修館
４階大研修室

動画の視聴開始時期

6月中旬～

6月下旬～

6月初旬～

宮崎市民文化
ホール
会議室①ケアマネジメントにおける実践の振り返り及び課題の設定

⑯研修全体を振り返っての意見交換、講評及びネットワーク作り

Zoomを活用した
オンラン開催

8月18日
(火）

昼食休憩

7月下旬～

8月中旬～

開催日

宮崎市民文化
ホール
会議室①ケアマネジメントにおける実践の振り返り及び課題の設定

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
演
習

（
講
義

）

Zoomを活用した
オンラン開催

昼食休憩

3日目
7月17日
（金）

昼食休憩

昼食休憩

5日目
8月26日
（水）

昼食休憩

B
コ
ー

ス

1日目
6月26日
(金）

オリエンテーション

4日目
8月4日
（火）

2日目
7月8日
(水） ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
演
習

（
演
習

）

⑯研修全体を振り返っての意見交換、講評及びネットワーク作り

昼食休憩

4日目
7月23日
（木）

昼食休憩

5日目

7月初旬～

⑬看取り等における看護サービスの活用に関する事例

⑭家族への支援の視点や社会資源の活用に向けた関係機関との連携が必要な事例のケアマネジメント

A
コ
ー

ス

1日目
6月18日
（木）

オリエンテーション

科目

⑮個人での学習及び介護支援専門員相互間の学習

演習

2日目
6月29日
(月） ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
演
習

（
演
習

）

昼食休憩

3日目
7月10日
(金）

講義 科目

e
-
ラ
ー

ニ
ン
グ

①ケアマネジメントにおける実践の振り返り及び課題の設定

②介護保険制度及び地域包括ケアシステムの現状

③対人個別援助技術（ソーシャルケースワーク）及び地域援助技術（コミュニティソーシャルワーク）

④ケアマネジメントの実践における倫理

⑤生活の継続を支えるための医療との連携及び多職種協働の実践

⑥リハビリテーション及び福祉用具等の活用に関する理解

⑦生活の継続及び家族等を支える基本的なケアマネジメント

⑧脳血管疾患のある方のケアマネジメント

⑨認知症のある方及び家族等を支えるケアマネジメント

⑩大腿骨頸部骨折のある方のケアマネジメント

⑪心疾患のある方のケアマネジメント

※ケアマネジメントの演習（導入）

⑫誤嚥性肺炎の予防のケアマネジメント


